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12 月 4 日から 3回に分けて音読発表会が行われました。 

今年度はコロナ禍での実施になったため、ホールに入れる児童生徒数にも上限があることから、小・中

学部混合 3 グループに分けての実施となりました。音読発表会の様子はビデオ配信され、私もビデオでは

ありましたが、子どもたちが真剣に一生懸命頑張っている姿を見ることができて、感動しました。 

このように、日本語に触れる機会を意図的に設けることは、本校（補習授業校）で学ぶ子どもたちにと

って、とても大切なことだと思っています。 

夏休み明けには、校内読書感想作品展も計画されています。この作品展は、「読書への関心を深め、

夏休み中の読書活動の推進を図ることを目的とする。また、読書の感動を文章や作品で表現することを通

して、主体的に取り組む態度を養う。」ことを目的としています。今年度からポスター部門を新しく設け、

より子どもたちの主体的に取り組む態度を養っていきたいと考えております。ご家庭でも励ましの声掛け

をよろしくお願いいたします。 

前回の学校だよりに引き続き、学びを止めない No４として、「読書の基本的考え方」を述べさせていた

だきます。ぜひ今後のご家庭での読書活動の参考にしてください。 

１ 本校（補習授業校）に通う子どもたちにとって日本語図書を読む意義・効果は、読書について一般的

に挙げられることのほかに、次のようなものがあると思います。 

① 日本語の調子に接し続けること。 

② 語彙・語法の保持・伸長に役立つこと。 

③ 日本的な価値観やアイデンティティーの保持・形成に役立つこと。 

２ ご家庭では、お子様に教養や学習のためというよりも、娯楽の一つとして薦めるのもよいと思います。 

３ スポーツ／趣味の雑誌・漫画等も含め、日本語で書かれたものを読むだけでも 1 の意義・効果があり

ます。 

４ 漫画も立派な読書です。漫画の利点は、総ルビなので一人で読み通せることができ、結果的に 1 の意

義・効果をもたらすと思います。 



 

第 42 回海外子女文芸作品コンクールの入選者と受賞作品が発表されました。 

本校からは、以下の５名が入選しました。これも偏に、先生方の弛まぬ指導と共に、ご家庭でのご支援

のおかげであると思っております。また、「学校賞」にも選ばれたと聞いております。本当に素晴らしい

ことで、大変嬉しく思います。状況が許せば、4 学期の始業式か全校集会で授賞式を行いたいと思います。 

詩部門 特選 中 1  ウィスヌエリー 琉惺  「僕の補習校 僕だけの仕事」 

作文部門 

優秀 小 6  スマイリー 力輝    「自分で自分を選んでいい？？？」 

優秀 小 2  麻生 孝佑       「ぼくのあきのたのしみ」 

佳作 小 3  ハーヴィー 歩理居   「かぼちゃのスープ」 

佳作 小 2  坪井 ジェイク     「アンザックデー」 

 

音読発表会 

【12 月 4 日】 

3 年 1 組・4 年 1組・5年 1組・中学 1年 

 



【12 月 11 日】 

2 年 1 組・2年 2 組・3年 2組・中学 2年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【12 月 18 日】 

1 年 1 組・1 年 2 組・6年 1組・中学 3 年 

 

 



「児童生徒会」コーナー  日本のお正月（年末年始） 

児童生徒会の子どもたちによるお正月の紹介ポスターです。終業式で発表予定でしたが、各教室でのビ

デオ視聴になりましたので、学校だよりで紹介します。 

中島 優 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原田 世華 



 

皆川 杏奈 

直井 美祈 

 



 

清水 理菜  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋 和希 

 



 

中島 歌音 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直井 稜 

 



 

シューマンス 太陽 

 

アイズデル ニコラス 

 

 

要注意 補習校内で撮られた写真・ビデオの取り扱いについて（音読発表会等の行事） 

 
補習校内で写真やビデオを撮られますと、ご自身のお子様以外の子どもたちが写っている場合

が多くあります。その様な他の個人が特定される写真を使っての SNS 等の利用については、 
慎重にお願いいたします。やむを得ず利用される場合は 

 
・ 他の子どもが写っていないものを使用する 

・ 他の子どもの個人が特定されない処理を施す 
・ 個人が特定されない全体の雰囲気が分かるものを使用する 

 

以上、個人情報の保護の観点から、くれぐれもよろしくお願いいたします。 

 

 


